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誠実と信用

私たちの源流

私たちは流通を通じて、お取引先の繁栄と、

人々の豊かで快適な生活の実現に貢献します

私たちが目指すもの

私たちは、人とのつながりを大切に、感謝の心を忘れず謙虚な姿勢で行動します

私たちは、常にスピードをもって、新しい発想と技術で変革に挑戦し続けます

私たちは、協働の姿勢をもち、責任ある判断と行動で役割を果たします

私たちが大切にするもの

顧客満足の最大化と流通コストの最小化

コーポレートスローガン

ＰＡＬＴＡＣ ＭＩＮＤ

「ＰＡＬＴＡＣ ＭＩＮＤ」は、常に変化する環境の中で、流通という社会インフラを

支える企業として価値を提供しつづけるために、ＰＡＬＴＡＣの全従業員が等しく

もつ「想い」であり、すべての行動の「原点」となるものです。

「変わらぬ信念」を貫き

歩み続ける

125年

創 業

PALTAC CORPORATION INTEGRATED REPORT 2023 0504
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「当たり前の日常」を支える

使命の重さ

年間出荷数量年間出荷数量

国民１人当たり３０個の商品をお届けしています

私たちは流通を通じて、お取引先の繁栄と、

人々の豊かで快適な生活の実現に貢献します

サプライチェーン全体の最適化・効率化

取引企業数

1,000社
取扱品目数

5万品目
取引企業数

400社
納品店舗数

5万店舗

PALTAC 小売業様メーカー様

私たちPALTACは、「美と健康」に関する生活必需品を取り扱う中間流通業です。日々の暮らしを豊かに

する商品が “どんな時でも” “お手頃”に手に入る、そんな「当たり前の日常」を支えるために、平時はも

とより有事の際にも安定的かつ効率的に小売業様へお届けすることが当社の使命です。

販売データや市場動向などの情報分析をもとに、店頭の「品揃え」から商品陳列などの「店舗支援」に至

るまで、効率的かつ効果的な情報提供及び販売提案を行うリテールソリューション機能と、流通過程と店

舗作業の効率化を実現する高品質・ローコストのロジスティクスソリューション機能、そして、それらの根幹

を支える当社独自の情報システムにより、メーカー様から小売業様、ひいては生活者の皆様のお手元に届

くまで、サプライチェーン全体の最適化・効率化を追求しています。

化粧品

シャンプー／ヘアカラー
洗顔料／クレンジング剤
化粧水／シートマスク
男性化粧品／制汗剤
リップ／メイクなど

日用品

衣料用洗剤／食器用洗剤
歯ブラシ／歯磨き粉／石鹸
ペーパー類／食品用ラップ
カミソリ／フェミニンケア
殺虫剤／カイロ など

一般用医薬品

風邪薬／頭痛薬
皮膚治療薬／ビタミン剤
胃腸薬／生活改善薬
目薬／外用消炎剤 など

健康・衛生関連品

ベビー用品／サプリメント
機能性食品・飲料

マスク／消毒液／介護用品
コンタクトケア用品 など

すべての人々の日常に密着した商品を取り扱っています中間流通機能によりサプライチェーン全体のコストを低減

卸が存在しない流通 卸が存在する流通

取引回数・
コスト低減

メーカー様 メーカー様小売業様 小売業様

ＰＡＬＴＡＣ

卸が持つ集荷分散機能により、

中間地点で取引を集約すること

でサプライチェーン全体の最適

化・効率化を実現しています。

それにより、社会コストが低減

されるため、生活者の皆様に安

定した価格で商品をお届けする

ことに貢献しています。

35億個35億個
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PALTACってどんな会社 PALTACの価値創造 コーポレート・データPALTACを支える力

会長メッセージ

持続的成長に向け

価値提供の最大化を図る

代表取締役会長

糟谷 誠一

0908

新型コロナウイルスの感染拡大が始まってから既

に３年が経過し、ようやく沈静化の兆しが見え、感染

症法上の分類が５類に移行された後は、人々の生活

もコロナ前の日常を取り戻し外出が増えるなど、世

の中に活気が戻ってきたように感じています。この

数年の間に生活者の消費スタイルの変化だけでなく、

当社においても在宅勤務やWEB会議システムを活

用したリモート会議、時差出勤やフレックスタイムな

ど、働き方も大きく変化してきています。また、コロ

ナ後の経済リオープンや世界情勢の変化の中で、資

源価格の上昇や人手不足の加速化により、日本では

鮮明な物価上昇経済にシフトしています。

このような変化が激しい環境のなかで、当社は創

業１２５周年、大型物流センターの建設など現在の事

業モデルに移行した「新生パルタック」から２５周年

となる節目の年を迎えます。当社が１００年を超える

歴史を刻むことが出来たのはひとえに「変化に対応

してきたから」であると考えています。企業経営とい

う視点で見ても、例えばコーポレートガバナンス・

コードやＣＯ２排出量の削減、資本コストを意識した

経営など、環境変化に応じて持続的成長を果たすた

めに目を配るべきファクターの重要性がこの10年

でも大きく変化しています。

おかげさまで、三木田前会長はじめ諸先輩方が２

５年前に定めたサプライチェーン全体を視野に最適

化・効率化を図る方針に沿って事業拡大に取り組み、

これまで成長し続けてきました。私たち卸売業は、

商品を作っていませんので、商品をメーカー様から

受け取り、その商品を小売業様にお届けし、さらに

は小売業様から生活者の皆様にわたって初めてビ

ジネスが完結します。ビジネスの流れはシンプルで

すが、この一連の流れ、すなわちサプライチェーンに

フォーカスして当社が何をやるべきかを判断する考

え方は、近江商人の「三方よし」にもつながる考え方

で、この考えがあったからこそ現在のPALTACがあ

ると考えています。

サプライチェーン全体の効率化にお役立ちできる

よう、２５年の間に2,000億円を越える投資を行い、

高効率・ローコストで対応できる物流網を構築して

きたことが、現在では当社の強みとなっています。

同時に、どのように最適化・効率化に取り組むべき

かの判断材料が必要と考え、情報システムへの投資

も進めてきました。ＡＢＣ分析を導入し、取引先ごと

の利益やコスト、さらにコストにおいては物流セン

ター内なのか配送なのか、どこで多くのコストが発

生しているかなど「事業の見える化」を図り、サプラ

イチェーン全体の最適化に活用しています。これら

それぞれの取り組みが、組織としてつながることで

「ＶＡＮサービス」や「自動棚割システム」、「ＰＩＴシス

テム」、「販促物一貫サポート」などの新しいサービス

となり、私たちの強みを伸ばすことにつながってい

ます。目下、クローズアップされている物流の２０２

４年問題などにより、業界全体で大きく変化してい

く必要があります。当社の強みを活かし、共同配送

などの個社別の取り組みにとどまらず、業界全体の

新たな枠組み作りに積極的に取り組んでまいります。

この1年を振り返りますと、将来を見据え、今後の

変化に対応し持続的成長を果たしていくために

PALTACのマテリアリティをどのように解決してい

くか、そして、それを実現するにはどのような体制が

望ましいかなど、様々な検討を行った１年でした。労

働人口の減少がさらに加速化する中で、日進月歩の

デジタル技術などをいかに取り込み成長していくか、

新しい発想で検討する必要があると考え、まずは経

営の若返りを図る決断をしました。サプライチェーン

全体を視野に事業展開を図っていくことについては、

今後も変わることは無いと考えていますが、当社に

求められるニーズには当然に大きな変化があると

予想しています。これらの変化に対応するため、新し

い発想で、破壊と創造ともいえる変革に取り組み、

持続的成長を実現していきたいと考えています。

本年６月に代表取締役社長に就任しました吉田氏

は５０歳、私よりも１０歳以上若い社長です。せっか

くなので、この場をお借りして吉田新社長の紹介を

させていただきます。社内では、様々な部署で経験

を積んでおり、多面的な視点から物事を判断できる

と考えています。財務経理や経営企画部門の経験を

通じて培った環境分析や企業数値分析能力、営業や

仕入部門の経験による事業現場への理解に加えて、

様々な部署での仕事を通じて築いた社内外の人と

のつながりも社長としての業務のバックボーンにな

ると考えています。

吉田社長とは私も共に仕事をしてきた仲間です。

経営者としての経験はこれからですが、力を合わせ

て、共に将来のPALTACの礎を築いていこうと考

えています。

また、新たな経営体制においてもガバナンスの更

なる強化に取り組んでいます。変化に対応し、中長

期視点でステークホルダーの皆様と共に成長してい

くためには、当社の経営を様々な視点から評価し、

改善を図っていく必要があると考えています。この

ような考えを基に、本年6月から、公正性と透明性

を強化するために、新たに特別委員会を設置したほ

か、指名・報酬委員会も独立社外取締役を中心とし

た構成に見直し、委員長も独立社外取締役といたし

ました。

新たな経営体制で臨む今年度は、まずは現中期経

営計画の達成、そして将来の成長につながる次期中

期経営計画の立案に取り組んでまいります。

「企業精神の承継」

三方よし・進取の気性・GRIT（やりきる力）

「ガバナンス体制の強化」

公正性・透明性の向上 ステークホルダーとともに成長

「経営陣の若返り」

新しい発想を生み出し、具現化する力

破壊と創造ともいえる

企業変革を目指す

持続的成長へ

流通を通じた

価値提供の最大化

中間流通プラットフォーマーとしての

機能強化

ABC（Activity Based Costing 活動基準原価計算）：業務を活動単位に細かく分類し、コストを管理する手法。正確な利益構造に基づいた事業活動を行う。
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社長メッセージ

社長就任に際して

本年６月株主総会、取締役会の決議を経て、当社

代表取締役社長を拝命いたしました吉田でござい

ます。創業１２５年、売上高１兆円超、従業員数はパー

ト従業員を含め7,000名のPALTACの代表取締

役社長として、非常に大きな責任の重みを感じてお

りますとともに、チャレンジャーとして積極果敢に業

務に邁進し、当社成長のお役に立ってまいる所存で

す。どうぞよろしくお願い申しあげます。

今回の新経営体制への移行は、大きな環境変化の

なかで持続的成長を果たすために、新しい発想とフ

ロンティア精神に基づき、破壊と創造ともいえる変

革を成し遂げていくことが目的です。当社は、戦後

間もないころからオーナー色のない卸売企業として

事業を運営してまいりました。このため、社長は「支

配人」であるとの考え方が受け継がれており、私も

将来へ連綿と続く当社の一時期を担う経営者として

バトンを預かり、１回りも2回りも大きくして次世代

へつないでいくことが役割だと考えております。

当社は化粧品・日用品、一般用医薬品を取り扱う

卸売企業であり年間35億個の商品が私たちの手を

通じて流通し、生活者に届いています。これは、国民

１人当たりに置き換えますと年間30個となっており、

その内容も歯磨き粉やシャンプー、石鹸、洗剤、トイ

レットペーパー、胃薬、風邪薬など、日常生活に欠か

すことのできない商品ばかりです。見方を変えます

と、当社は日常生活を支えるエッセンシャルなインフ

ラ企業と言え、社会的な重要性が非常に高い企業だ

と考えています。前段の糟谷会長の言葉にもありま

したが、当社が大切にしている「サプライチェーン全

体の最適化･効率化」や「三方よし」の考え方は、当社

の社会的な役割・意義から見ても非常に重要かつ当

社らしい考え方だと感じています。

私自身、今後においては松尾芭蕉の俳諧理念の一

つである「不易流行」の精神をもって企業運営を進

めたいと考えています。サプライチェーン全体を視

野に事業運営を考えること、そして「売り手よし、買

い手よし、世間よし」という語源通りの意味に加え、

「メーカー様も、小売業様も、当社も」それぞれに

とって良いという意味の「三方よし」の考え、そして

当社を125年間継続させてきた「誠実と信用」の精

神は、今日のPALTACの根幹であり、不変のものと

して大切に守っていきます。一方で、この根幹を守

1110

2024年3月期の取り組みについて

■ リテールソリューション力の強化

現在、人手不足による人件費の上昇や原材料価格

高騰による燃料費・電気料金の上昇など販管費の増

加が当社だけではなく小売業様を含めた流通全体

りながらも、例えば人手不足への対応や、ＡＩ・ロボ

ティクス等のデジタル技術の採用など、顧客や社会

ニーズの変化に対応するために、組織や機能などの

思い切った変革にチャレンジしていきます。

社会の変化が激しく、また早くなっている環境に

おいて変革を成し遂げていくには、「スピーディーか

つ正確な意思決定」が求められると考えています。

これを実現するために、まずは糟谷会長はじめ幹部

社員との連携・協議を強化し、物事の方向性を決め

ていこうとしています。そこでの議論や決定の精度

を高めるために、先日の社内会議において、社内の

重要な情報は経営陣が格差なく共有できるよう報

告ルールを徹底し、それぞれの立ち位置でしっかり

と意見を主張し合うことを、幹部社員と話し合い合

意しました。そのうえで関係者がフラットに協議し意

思決定を行う方法をとり、ダイバーシティの価値を

高度に経営に反映させていきたいと考えています。

中期経営計画の最終年度に当たる2024年3月期

は、現中計の取り組みを確実に遂行し、数値面も含

め計画達成に向けて取り組んでまいります。

現中計は、社内・社外との連携・協働による「リテー

ルソリューション力の強化」「ロジスティクスソリュー

ション力の強化」「システム機能の強化・デジタル化の

推進」「人財・組織の強化」の4つの柱とそれらすべて

を通じた「ＥＳＧの強化・ＳＤＧｓ達成への貢献」という

軸をもって進めています。詳細については本書後段

に譲り、2024年3月期における考え方について説

明させていただきます。

の課題となっています。このような環境のなかで、私

たちが過去から取り組んできたサプライチェーン全体

の最適化・効率化がより重要になると考えています。

店舗支援機能によるＰＩＴシステムを活用した店頭活

性化や販促物一貫サポートの拡大などに取り組むと

ともに、ＳＣＭ機能による店頭作業の改善を起点とし

た、配送や当社の庫内作業の改善にまでつながる取

り組みを、小売業様と連携・協働し進めてまいります。

これにより、業界全体の利益のパイが縮小する環境

下において、コスト上昇を抑え、生活者の皆様に対し

て適正ながらも買い求めやすい価格で商品をご提供

していくことで、流通全体の適正利益を追求する考

えです。

■ ロジスティクスソリューション力の強化

ロジスティクスにおける最大の課題は物流の

2024年問題です。現中計では、配送課題により

フォーカスできるよう、策定時にロジスティクスの課

題を物流センターの運営面と配送面に切り分けまし

た。2024年問題に対しては、配送面の社内横断的

な取り組みを通じて、各エリアでの成功事例の横展

開やエリアを跨いだ長距離輸送の縮減などを継続し

て進めていきます。加えて、なかなか難しいのですが、

2024年問題の影響をより詳細に見積もり、各配送

業者様と同じ数字を持って、連携・協働によって影響

を最小限に止める取り組みも進めていきます。

■ システム機能の強化・デジタル化の推進

情報システムやデジタル技術は、リテールソリュー

ションやロジスティクスソリューションだけでなく、働

き方改革など、様々な取り組みの要であると考えて

います。このためDX推進部を設け全社的な取り組

みを進めています。デジタル化を支えるIT基盤につ

いては、情報システムのオープンクラウド化などを計

画通り順調に進めており、並行してIT人財の採用・

教育を充実することで、柔軟かつスピーディーに

「不易流行」の精神で

変革に挑戦

代表取締役社長

吉田 拓也
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■ 人財・組織の強化

労働人口減少の環境下、政府は労働市場の流動性

引き上げに動き、そこにコロナ後の経済活性化など

も相まって、人財にフォーカスした経営の重要性は

ますます高まっています。少し極端かも知れません

が、企業が人を選ぶのではなく、人が企業を選ぶ時

代だと感じています。このような時代に企業が成長

を続けていくためには、従業員と会社がお互いに選

び選ばれる関係になる必要があり、そのためには報

酬などのハード面だけでなく、ワークライフバランス

や生涯を通じて働き甲斐のある環境をいかに作って

いくかが重要な視点になると考えています。これら

を実現するために、従業員との対話やエンゲージメ

ントサーベイなどを通じて現状や課題を可視化し、

■ ＥＳＧの強化・ＳＤＧｓ達成への貢献

当社は、生活必需品を扱う会社であり、社会生活に

根差した企業であると考えています。このため、事業

活動を通じたサプライチェーン全体の最適化・効率

化によって社会課題の解決に貢献していきたいと考

えています。この度、サプライチェーンイノベーション

大賞の優秀賞を受賞した「既存流通網を活用した効

率的な資源再生循環型サイクルの構築」は当社らし

い取り組みであり、それが評価されたことは非常に

嬉しく感じています。

サステナブルな社会と当社の持続的成長は同じベ

クトルの上にあると考え、今後も取り組みを進めて

まいります。サステナビリティ課題においては、プロ

ジェクトを立ち上げて、先ほどご説明した人財・組織

の強化いわゆる「人的資本経営」と「CO2排出量の

削減」を目下の課題として優先度を上げて取り組ん

でいます。

気候変動による大雨や台風など自然災害の増加は、

生活必需品の中間流通を担う私たちにとって対応す

べき経営の重要課題の一つです。「CO2排出量の削

減」については、まずは自社排出（Scope1・2）の削

減に向けて、2030年時点（2020年度比50％減）

までのロードマップに沿って、再エネの活用などによ

り着実な削減を進めていきます。Scope3について

は、過去から進めてきた事業の改善活動とCO2削

減の関連性の高い商品輸送について、配送距離の短

縮や共同配送など配送効率化による削減を継続して

いきます。その他のサプライチェーン排出においても、

事業活動との関連性を踏まえつつ、お取引先様との

連携を図り、削減につなげていく考えです。

■ 資本政策

当社では、株主の皆様に対する「利益配分」と持続

的成長による「企業価値向上」を経営の最重要課題

であると考えています。

当社は、生活必需品の中間流通を担う社会インフ

ラとしての財務健全性を前提として、「持続的成長

に向けた投資」、「株主様への安定的な還元」のバラ

ンスを重視した利益配分を行う方針です。現中計で

は上記方針を基に、総還元性向３０％を目標とし、業

績拡大に応じた増配に努めています。2024年3月

期の配当につきましては、事業拡大に合わせ2023

年3月期に比べ１株当たり８円増配の90円を予想

数値として公表しています。これにより、中計期間中

の総還元性向は2022年3月期に実施した自己株

式取得を含め32.5％になる見込みです。また、配

当を予想数値のとおり実行いたしますと、14期連

続増配となり、引き続き増配を継続できるよう取り

組んでまいります。
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10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3

上場以来

１4期連続増配（計画含む）

中計期間（3か年）の総還元性向（予想）：32.5％

1株当たり年間配当金（円）の推移

サービスを構築できる体制を整えていきます。

また、IT人財のみならず、全社員がデジタル技術を

使いこなせるようにするためのリスキリングにも取

り組んでいきます。社員が相互に教えあう機会・場所

としてオンラインコミュニティを提供し、社員それぞ

れのノウハウやスキルをオープン化することで、全体

のリテラシー・スキル向上を図るとともに、互いを認

め合い、支え合えるデジタルカルチャーを醸成して

いきます。

2024年3月期においては、現中計の達成と併せ、

次期中計の策定に取り組んでまいります。現在、少

子高齢化をはじめ中長期にわたる社会課題は種々

存在しており、今後も流通全体にとって難しい環境

は続くと思われます。そのような中で次期中計は、サ

プライチェーン全体を視野に入れた課題解決により

当社事業を拡大していくという基本の考えは変わり

ませんが、新経営体制移行の狙いにあるとおり、新し

い発想で破壊と創造ともいえる変革に挑戦していき

ます。

現時点の私自身の考えを少しだけお話しさせてい

ただきますと、流通全体の発展に向けては、小売業

様・メーカー様はもとより、競争領域・非競争領域を

見極め、適切な競争関係を維持しつつ、例えば共同配

送など同業者様との連携、さらには業種を超えた企

業様との連携も検討していく必要性を感じています。

加えて、グローバル化が進むなか、品質の高い日本の

製品やサービスを海外市場に広めていくチャンスが

あると見ています。既に現地法人を設立し、海外卸売

業への挑戦を始めていますが、次期中計においても、

当社がこれまで培ってきた強みを活かした海外への

流通拡大は重要な取り組みになると考えています。

また、資本効率という観点においては、現在も

ROICやROEという指標に着目していますが、経営

環境の大きな変化を踏まえて、既存事業のリスクや

収益構造を多方面から分析するなど、改めて現状を

捉え改善に向けた新たな施策、経営資源の適切な配

分について議論を深めていきたいと考えています。

これらの考えも含めて、10年先の未来にどのよう

な会社になりたいかを起点に、ダイバーシティの思

考を取り入れ、経営陣のみならず全社で意見を出し

合い議論を重ね、計画を策定してまいります。

ステークホルダーの皆様におかれましては、今後と

も変わらぬご支援・ご鞭撻を賜りますよう、よろしく

お願い申しあげます。

次期中期経営計画について課題解決を通じて従業員と会社の結びつきをさらに

強化していきます。会社の基本的な考え方や戦略、

方針を共有することで、コミュニケーション効果の発

揮だけでなく、組織の目的と個人の目的の一致によ

る自発的な行動につなげ、戦略実現性の向上や企業

行動のスピード化を図りたいと考えています。
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※ WACCの算出に使用する数値は下記のとおりです。
・ リスクプレミアム ： 6.26％（東証１部全銘柄平均益回りからリスクフリーレートを減算）
・ リスクフリーレート ： 0.50％（日本国債10年物を使用）
・ β値 : 0.56(日経平均株価と当社株価推移（月末）の回帰係数）
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ＰＡＬＴＡＣの
歩み

社会環境の
変化

ＰＡＬＴＡＣの歩み

創業125年、いつの時代も

「誠実と信用」そして「進取の気性」を行動の原点に、流通を支え続け、

今では年間35億個以上の生活必需品をみなさまにお届けしています。

個
人
か
ら
組
織
へ

新
生
パ
ル
タ
ッ
ク

始
動

1
兆
円
、
そ
の
先
へ

創

業

創業

1898年 1928年 1998年1971年 1990年 2008年

100億円

1,000億円

5,000億円

1兆円

2023年

売上高の推移

1兆1,041億円

･･･ ･･･

1898年：角倉種次郎が大
阪船場の地において小間物
商（化粧品や日用品）を営む
「おぼこ号角倉支店」を創業

堅実経営を軸にユニークな
宣伝方法を活用し、顧客か
らの信頼を獲得

業界に先駆けて、月３回の
定休日を制定

2018年

1948年：代表者を創業家以
外から選任

1951年：株式会社大粧に商
号変更、非同族会社へ

1976年：株式会社パルタック
に商号変更

志を同じくするグループ各社
とともに全国で流通を担う

資本主義経済の成長

大量生産・大量消費の時代へ

インターネットやモバイルの普及による情報化社会が到来

情報量の増加に伴い、生活者の嗜好はさらに多様化

少子高齢化・人口減少時代

デジタルを活かした変革が急務

生活の近代化・西洋化

電話や鉄道などのインフラが充実

2005年：医薬品卸である
株式会社メディセオHD（現
株式会社メディパルHD）と
経営統合し、一般用医薬品
の取り扱いを開始

2010年：東証１部上場

2015年：株式会社
PALTACに商号変更

1998年：物流・情報システムに強み
を持つ株式会社新和と合併

1999年：全国RDC構想の第一弾と
してRDC近畿・ＲＤＣ東海を開設
し、サプライチェーン全体の最適
化・効率化に向けた取り組みを
開始

2018年：中期経営計画
VISION2021がスタート
卸の枠を超えた流通改革
に挑戦

RDCに新物流モデルを
導入し、生産性向上と働く
人に優しい仕組みを強化
した物流センターへ進化

輝
く
未
来
へ

VISION

2024

～

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
と
も
に
歩
む

～

（P32）
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ＰＡＬＴＡＣの歩み

大阪船場に産声をあげた「誠実と信用」の歴史

1898年 創業

独創的な発想と顧客第一主義

1898年12月1日、角倉種次郎（当社創業者）は、

大阪船場で化粧品・小間物商（白粉や口紅などの化

粧品や石鹸・歯磨粉などの日用品）を営む「おぼこ号

角倉支店」を開業しました。これがＰＡＬＴＡＣの創業

となり、１２5年の歴史はここからスタートしました。

小間物商を営む家庭に生まれた種次郎は、幼少期か

ら船場商人の信条「算用・才覚・始末」を教え込まれ、

商売の素地を身に付けていきました。

しかし、創業当時は資金が乏しく、商品を十分に揃

えることができず前途多難な船出でした。この困難

を乗り切るため、種次郎は徹底した堅実策をとりま

した。商品の見込み買いは一切せず、小口顧客を相

手にした現金売りに専念し、商品と資金の回転率を

上げることを最重要視しました。

当時の従業員はわずか3名。商売を軌道に乗せるた

め、まずはこの小規模な店の知名度を上げることと

顧客サービスの向上を図りました。商品の名前を載

せた風刺画のようなイラスト広告の掲載や、種次郎の

肖像入り新聞広告や年賀状を考案し、遠方の顧客

やなかなか会えない顧客に対して積極的に自身を

売り込むと同時に、ビジネスの関係を超えた親密さ

をアピールしました。大阪で初めて電柱広告を打っ

たのも角倉支店でした。顧客サービスの向上につい

ては、取扱品目が多い化粧品の一つひとつに対して

品質の良し悪しや使用上の注意を書き添えるように

し、新商品が出ればいち早く紹介しました。こうした

ユニークな広告と熱心な顧客サービスが功を奏し、

日増しに信用を高め、売上は順調に伸びていきまし

た。また種次郎は、従業員の健康も大切にしており

当時の船場界隈では月１回の休日が慣例のところ

独自に月３回の休日制度を導入しました。

本業一筋で取引先との信用を築く

1905年、戦後景気で国内経済は活気づき、化粧

品業界も躍進の時代を迎えましたが、同時に競争の

激化も招きました。同業者の多くは競争を勝ち抜く

ため、品質を二の次にして利益追求を優先していま

した。戦後景気に浮かれて、一獲千金を夢みた新事

今に引き継がれる信条

きちんとした採算管理が

出来ている

・作業工程別コスト管理（ＡＢＣ※）

・約5万品目の単品別利益管理

先進的で独創的なアイデアと

それを実現する戦略を有する

・自社開発物流機器及び自社開

発システムによる流通最適化

・ＡＩ、ロボット等の卸の枠を超え

た流通改革への挑戦

・流通全体の革新的な生産性向上

を実現するDXへの挑戦

計画性をもってムダを省く一方で

経営に必要な投資は惜しまない

・流通効率化を目的とした積極投資

・投資余力を生み出す企業体質

算用 才覚 始末

業への投資が盛んになり、本業を顧みず、投機に熱

中する者も多くいました。しかし、角倉支店はそのよ

うなことは一切せず、本業一筋で良品を安く売る方

針を堅持しました。世間から嘲笑されることもあり

ましたが、種次郎は創業当時からの心得のひとつで

ある「事業によって得た利益は、その事業の一層の

発展のために利用すべきである」という考え方を貫

きました。こうした顧客第一主義の“角倉商法”は、

自然と顧客の信用を高め、「角倉の商品には間違い

がない」といわれるまでになり、売上は着実に伸長

し続けていました。また、現金主義をとっていたこと

から、資金の回転もスムーズに運び、製造元の信用

もますます高まりました。製造元から受ける取引の

申し込みも増加し、取扱品目は実に3,000種にも

達しました。当時開催された小間物品評会において

角倉支店の取扱商品が賞を受賞し、社会的名声を一

段と高め、同年12月、種次郎は大阪化粧品同盟会

の役員にも推挙されました。

このように、万事において堅実な経営手法は取引

先に安心感を与え、角倉支店の商いは着実に成長

の一途を歩みました。この堅実主義こそが、角倉支

店を今日のＰＡＬＴＡＣにまで発展させました。また

大阪船場商人の「算用・才覚・始末」の信条は今の時

代にも引き継がれており、ＰＡＬＴＡＣの価値創造を

実現する強み（資本）となっています。

※ABC（Activity Based Costing 活動基準原価計算）：業務を活動単位に細かく分類し、コストを管理する手法。正確な利益構造に基づいた事業活動を行う。

創業者
角倉 種次郎 当時の広告

新聞に掲載された
休日変更の広告（月３回）肖像入りの年賀状
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戦後復興を果たし、流通変革に対応

1928年 信用築き、全国卸へ

組織経営へ、社員の経営参画

昭和初期に入ると、個人の信用だけで営業できた

時代は終わり、組織の信用を重くみる時代へと移り

変わり、角倉支店も1918年に合資会社角倉商店

1928年には株式会社角倉商店へと改組し、個人経

営からの脱却を図りました。設立当時の出資割合は

角倉家8割、社員2割。この頃から社員の資本参画

経営参画がなされており、何事も全員で取り組む

PALTACの基本的な経営姿勢は、これが原点と

なっています。

戦後復興に向け社員奮闘

株式会社角倉商店は、新体制発足を機に一層の事

業繁栄に邁進し、順調に業績を伸ばしていました。し

かし、日本が戦争に突き進み、国民生活の窮状が深

まるにつれ、派手な化粧は影をひそめ化粧品の消費

量は激減しました。そして、1945年大阪大空襲に

よって大阪は一面焼け野原となり、角倉商店の本社

は全焼し、在庫商品すべてが焼失しました。角倉商

店に残されたものは、内部の壁が真っ黒に焼けただ

れた倉庫を急遽改造した事務所のみとなり、再興の

見通しもありませんでした。

しかし、社員の間では「このままでは角倉はだめに

なる」との危機感が広がり、若手社員が力を合わせ

栄光の角倉を再興しようという意識が高まってきま

した。終業後、若手社員は北浜の喫茶店に集まり、現

状打開に向けて熱心な討議を重ね、再興に向けて動

き出しました。

戦後の混乱期は、モノ不足を背景にどの会社も必

死に商品を買い求めようとしていました。そのため

闇取引が横行しており、利益を取れるところからは

取れるだけ取るという商品の値段があってないよう

な時代で、通常の5倍の値段でも売れていました。し

かし、角倉商店は正価取引を徹底しました。目の前

の大きな利益を見送ってでも信用を重んじるという

のが角倉精神でした。この対応が、取引先からの信

用を築き、後に起きたオイルショックによって再びモ

ノ不足に陥った環境下においても、各メーカーの協

力によって商品の入荷は極めて順調に行うことがで

きました。

戦後しばらくして、戦費調達のために引き上げら

れていた物品税も徐々に引き下がり、統制経済下か

ら解放され自由販売へと戻りました。船場の久宝寺界

隈も往年の街並みに戻り、商売も活気づいてきた頃

南久宝寺町の初荷風景

家業から企業へ、「大粧」誕生

1949年、病弱だった創業家の社長が辞任したこ

とを機に、商号を大阪で化粧品を販売するという意

味で「大粧」に変更しました。販売先からは創業から

53年の永きにわたり馴染んできた「角倉」の名が消

えるのは惜しいとの反対もありましたが、あえて「一

から出発しよう！」との総意で決し、家業から企業へ

の脱皮を内外に示したものとなり、名実ともに非同

族会社となりました。その後、日本経済が復興に向

かう中、大粧も東京と名古屋への進出を果たし、大

きく成長しました。

流通変革に対応する卸へ、
「パルタック」誕生

1950年代に入ると日本は高度経済成長を背景に

大量生産と個人所得増加による大量消費ブームが

到来し、流通業界もそれらに対応した形で変革の時

代を迎えました。小売業においては、「量販店」や

「スーパー」が台頭し、続々と各地に出店されました。

大手スーパーの全国化・チェーンストア化による大

躍進が進み、これに対応できるかできないかで差が

つく大きな変化でした。その頃から、取扱品目も拡

大し、全国で対応可能な卸になるべく、同じ志を

持った同業卸とのグループ化を進めていきました。

大粧は、コスト管理に長けていたため同業卸から

の依頼により、事務作業の効率化をはじめ仕入れ・

在庫管理・配送など、多岐にわたる業務の改善支援

を行っていました。そのような取り組みもあり、着々

と全国にグループ展開を拡大させるとともに組織

改革にも着手し経営の合理化を進め、旧来型卸から

化粧品と日用品の総合卸への転換を図りました。

そして、1976年、商号を今に続く「パルタック」に

変更。「PALTAC」は、Pioneers Alliance of

Living-necessaries, Toiletries And

Cosmetics（生活必需品、トイレタリー及び化粧品

の開拓者連合）の頭文字を組み合わせたもので、「Ｐ

ＡＬ」には「気の合った仲間」という意味合いもあり、

全国で流通を担い、志を同じくする大粧グループ各

社の同志的連帯感を強めるという想いも込め、新た

なスタートを切りました。

「大粧」に商号変更した後の本社

角倉商店の事業立て直しも一段落し、販売網も再編

整備され、営業は引き続き販売活動に奮闘しました。

角倉商店の営業は、販売先の店で男手が出払って

いると見ると、届けた荷物を開封し商品を取り出し

商品を梱包していた木箱の整理やゴミの処理まで

手伝うこともありました。当然、販売先から感謝され

ました。当時の「店員心得」の中に、「商売とは、単に

物の売り買いだけでなく、人の心を動かす力を備え

ていなければならない。」と書かれており、角倉商店

の販路拡充の秘訣は、まさにこの「人の心を動かす

力」でした。

当時の企業広告

ＰＡＬＴＡＣの歩み

当時の新しい社章
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サプライチェーン全体の最適化・効率化へ

1998年 新生パルタック

RDC構想スタート 物流・システム再編

1991年、しばらく続いていたバブル経済が崩壊。

景気が低迷する中で、卸業界の再編は加速し、規模

の拡大に動き出しました。パルタックはこれまで、グ

ループ化の推進など全国流通体制の強化とローコ

スト経営の実現に向けて、物流・情報システムの改革

を進めてきましたが、自社リソースだけでの対応が

難しくなってきました。そんな中、当時、物流・情報シ

ステムに関して高い評価を得ていた同業卸である㈱

新和との合併を決定。パルタックの「全国営業網と

品揃えの総合力」と㈱新和の「優れた物流・情報シス

テムの技術」が融合した、新生パルタックが1998年

に誕生しました。この頃から、サプライチェーン全体

の最適化・効率化の取り組みを本格化させ、大型で

効率的な物流センターを活用した、全国RDC構想

がスタートしました。

1999年、第一弾となるRDC近畿とＲＤＣ東海を

開設。以降、積極的な設備投資により、着実に事業

基盤強化を推進しています。

RDCには、自動化設備をはじめ、生産性を追求し

た仕組みが随所に施され、中でも最も革新的であっ

たのは、出荷方法の変更でした。小売業の売場レイ

アウトに合わせて、従来のメーカー別納品からカテ

ゴリー別納品に変更したことで、当社の出荷作業効

率化と、小売業の店舗内の商品陳列作業効率化を

同時に実現することができました。2005年には、

㈱メディセオHD（現㈱メディパルHD）との経営統

合により、化粧品・日用品に加えて一般用医薬品の

取り扱いも開始しました。フルラインで一括して商品

をお届けできることは、小売業の利便性向上につな

がり、当社のさらなる成長にもつながりました。

このRDC構想の推進と同時に、物流センターをは

じめ、事業を円滑に運用するための基幹システムも

全て刷新を図りました。一般的に物流センターでは

設備などのハード面に注目が集まりますが、効率的

にセンターを運用するには、実はそれらを動かす「シ

ステム」が重要になります。事業や業務を最も理解し

ている自社でシステムを構築する方が有効と考え、

外注せずに独自システムを開発し、RDCの生産性を

飛躍的に向上させることができました。また、独自

システムの構築により、以降のバージョンアップにお

けるスピード化とローコスト化につながっています。

物流システム刷新の次に取り組んだのが、事業活

効果的な仕組みを支えるシステム

動におけるコスト分析システム「ABC」の開発でした。

2002年に同業卸に先駆けて導入し、従来は困難で

あった取引先ごとのコスト算出を可能とし、営業利

益までの数値の見える化を実現しました。これによ

り、取引先ごとの課題が具体的に可視化され、効果

的な改善提案を行えるようになりました。ABCは自

社の課題発見にも有効で、各業務を分析し課題を見

つけ、改善する。このサイクルを繰り返すことで、強

みであるコストコントロールの精度を高めてきまし

た。近年、ABCそのものの改良や、業務サポート

ツールとの組み合わせなどにより、分析の精度はさ

らに向上しています。

効率的な仕組みを

支える自社開発

システム

営業・仕入部門等のサポートツール開発

デジタルを活用し多種多様な業務の効率と質を向上

改善活動の精度を高めるコストの見える化

入荷から出荷に至るまでの各工程のコストを算出
ボトルネックの発見・改善を繰り返す

+

大型物流センターを効率的に動かす

・入荷から出荷までの一連のフローをシームレス化
・精緻な作業予測による人員配置の適正化
・自社開発物流機器による作業効率化
［特許取得件数：18件（2023年3月末時点）］

ＰＡＬＴＡＣの歩み

＜ 出荷精度99.999％ ＞

検品作業を削減

重量検品を搭載した自社開発の
ピッキングマシンをはじめ、出荷ミ
スを起こさない「仕組み」によって
極めて高い納品精度を実現

陳列作業へスムーズに移行可能
陳列時の歩行距離を最小化 ⇒ 陳列時間の削減

＜ 陳列しやすい荷姿で出荷 ＞

化粧品

オリコンがセットされたキャリーをそのままの荷姿
で出荷。店頭での荷降し、陳列時の負担軽減

ボディソープ
・入浴剤

医薬品

カテゴリー毎に
商品を梱包・納品

入浴剤

ボディソープ

シャンプー・コンディショナー

シャンプー・コンディショナー

店頭での陳列場所が近い
オリコンを自動で段積み

店舗内作業の効率化に貢献するＲＤＣの仕組み
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RDC近畿

RDC東海

輝く未来へ

現在、労働人口減少に伴う人手不足や、気候変動

に伴い多発する自然災害、新型コロナウイルス感染

症拡大に端を発するニューノーマルへの対応など、

多様化かつ複雑化する社会環境の変化への対応が

求められています。過去から一貫してサプライチェー

ン全体の最適化・効率化に取り組んでいる当社は、

労働人口の減少に対応するため、2016年から「既

存の物流ノウハウ」と「AI・ロボットなどの先端技術」

を融合した従来比2倍の人員生産性と、働く人に優

しい新物流モデルの研究・開発を開始しています。

また、2021年4月からは新たな中期経営計画

PALTAC VISION 2024「輝く未来へ」を策定し、

お取引先様の多様な課題解決に挑戦しています。

2023年4月には、デジタル化の進展や人手不足な

ど大きな環境変化のなかで持続的成長を果たすた

めには「破壊と創造」を厭わない新しい発想で企業

変革に挑戦する必要があると判断し、経営トップの

大幅な若返りを図り、将来の展望や事業計画の策定

及び事業運営を進めています。

当社は、創業以来125年、54社との合併を繰り返

し、全国流通網を構築してきました。顧客第一主義

に徹し、真摯に事業に取り組み、特にこの25年間は

サプライチェーン全体の最適化・効率化を追求し続

けています。創業時よりビジネスモデルは変わりま

せんが、時代の変遷とともに変化するニーズを一歩

早く捉えることで成長を果たしてきました。

今後も、生活必需品を取り扱う中間流通業として、

サプライチェーンを構成するパートナーの皆様ととも

に、人々の豊かで快適な生活の実現に向けて、邁進し

てまいります。

設備投資金額の推移と主要物流センターの開設年

全国流通網を構築
（単位：億円）

RDC九州

RDC東京

RDC中国

RDC堺

RDC北海道

RDC東北

高槻物流センター

RDC横浜

RDC沖縄

RDC新潟

RDC埼玉

大垣物流センター

RDC群馬

RDC滋賀

RDC春日井
（現RDC中部第２）

RDC見附

RDC中部第１

RDC宮城

RDC北陸

RDC関東

RDC四国

主要物流センター

稼働終了

新物流モデル

第１弾：1999年稼働 RDC近畿

ＰＡＬＴＡＣの歩み
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1999年から全国RDC網を構築したことで、主要物流拠点を約5分の1に集約し、メーカー様の出荷か

ら小売業様店舗の商品陳列に至る流通全体の効率化に貢献してきました。物流センターの大型化・拠点集

約による効果はそれだけではなく、環境負荷の少ない大型トラック（小型トラックとの比較において単位

当たり燃料使用量が少ない）での商品輸送が可能となり、CO2排出量の削減にもつながっています。

トラック輸送に伴う燃料使用量を10分の1以下に削減
試算ベース ： 0.40ℓ／トンキロ ⇒ 0.03ℓ／トンキロ

0.08ℓ（2ｔトラックの1トンキロ当たり燃料使用量）×5台 ⇒ 0.03ℓ（10ｔトラックの1トンキロ当たり燃料使用量）×1台

ＰＡＬＴＡＣメーカー様

小型センター ５拠点

拠点集約前

２ｔトラック ５台で配送

拠点集約後

10ｔトラック 1台で配送

燃料使用量が少ない大型トラックでの商品輸送が可能

1トンキロ当たり燃料使用量

（出典：「物流分野のCO2排出量に関する
算定方法ガイドライン」経済産業省・国土交通省）

2ｔトラック ： 0.08ℓ

10ｔトラック ： 0.03ℓ

主要物流拠点を約5分の1に集約

ＲＤＣ 1拠点
（大型物流センター）

ＰＡＬＴＡＣメーカー様

物流センターの大型化・拠点集約は

CO2排出量の削減にも大きな効果を発揮

全国ＲＤＣ流通網の構築を通じて

環境負荷の軽減に貢献

栃木物流
センター
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栃木物流センター（2023年2月稼働開始） AIケースローディングロボット


